
第３回 伊東市津波対策赤沢地区協議会議事録 

 

場 所：赤沢生涯学習センター 

日 時：平成 28 年 6月 28 日（火）19:00～ 

出席者：地元役員･関係団体 14名、県関係者 11名、市関係者 4名 

 

 

１．挨 拶 

挨拶 

 

 



２．熱海土木事務所から説明 

・今まで地区協議会の振り返り 

・配付資料についての説明 

 



３．伊東市から説明 

・災害に対する取り組みの説明 

・避難計画の策定についての説明 

 

 

 



４．話し合い（ワークショップ） 

・資料 1 により、第 2 回地区協議会において出された、地震・津波発生時に想定され

る課題と対応策を確認します。その際、ハード対策の方針（護岸整備はしない）も

確認します。 

・資料 1 を見ながら、地元としての意見をまとめていくため、資料 2 を使い、数グル

ープに分かれて意見を出し合っていただきます。 

・グループワークの内容は、 

① 対応策の抽出（新規アイデアも） 

② 対応策の具体化（具体的な避難ルートの特定など） 

③ 優先順位（短期的対策（2～3年）、中期的対策（10 年以内）、長期的対策）づけ 

です。 

 



５．意見発表 

１グループ 

国道をくぐるガードの耐震性が心配である。 

国道までの坂道が車いすでもきつい傾斜。 

ブロック塀や、家屋の倒壊が心配。 

川からの遡上による氾濫が危険。 



２グループ 

堤防はあればなお良いが、堤防よりも迅速なソフト対策が重要 

広域避難場所は八幡野で遠い。 

ブロック塀やコンクリート壁の倒壊が心配。崩れるかも。 

今日の協議会だけで堤防をやる・やらないを判断しないでほしいという意見もあっ

た。 
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